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明治時代のゲーテ移入
鈴木重貞
(1) 
私はかって「本邦最初のゲーテ文献」なる文章を発表して， 明治10年
マルカ,. ゼルマン
(1877) 10月出版の小林雄七郎訳，馬爾加摩原著の『日耳曼国史』二巻が
あり，その下巻に「日耳曼文学ノ事」なる一章があって，ゴイセ，スキル
レルなどある事を述べた。ところがゲーテ生誕二百年記念に， 日本独文学
会，朝日新聞社共編になる「ゲーテを読む人のために」なる小冊子が出て，
その中に原田義人氏は「明治時代のゲーテ文献」を書き，既に明治5年2
月発行の中村敬太郎訳『自由之理』和綴5冊本があり，その第2巻に「日
耳曼二於テグーテ，フィシテ（二人イヅレモ有名ノ理学家）ノ説出デ人心
＊コ
発リ立シ時ナリ」とあるのを報告し，これが恐らく本邦最初のゲーテ文献
であろうと書いた。原田氏は東京ゲーテ協会所蔵本の中に此書を見たので
あるが，既に昭和3年から 5年にわたって出版された『明治文化全集』初
版の第5巻自由民権篇に，此書は翻刻されていたのであった。
そもそも明治の文化が，欧米の思想を貧慾に吸収したことは言うまでも
ないことであるが，明治時代前半，少くとも20年代までは，イギリス，ァ
メリカ及びフランスの思想が盛に移入研究されたのであった。即ち英米の
自由独立の思想，特にミルやベンクム，仏の自由民権の思想，特にルソー
やモンテスキューであった。わが国に於て最初に哲学に関心を抱いたと言
ICしあまね
われる西周 (1826-94)は，ジョン・スチュアート・ミル (JohnStuart 
Mill 1806-73)のUtilitarianismを漢訳して『利学』を発行した。此書は漢
文のため広く行われなかったが，平明暢達の文章を以て一世に聞えた福沢
諭吉は，西洋の事情を主として教科書類から得たが，後にはミルの著述を
精読して明治初年の精神界を指導したのであった。徳富蘇峯は，明治20年
25オにして雑誌「国民之友」を発刊し，当時の青年に争い読まれたのであ
ったが，彼の思想にもミ・ルの影響著しきものがあった。
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かくの如く明治初年の洋学者達がきそってミルを読み，その影響をうけ
たのであるから，中村敬太郎がミルの『自由之理』を訳したのも尤もと思
われる。中村敬太郎は後に正直と言い，敬宇と号した。天保3年 (1832)
東京に生れ，昌平校学問所で儒学を修め，同所教授方，甲府徽典館学頭を
経て，慶応2年英国に留学，明治元年帰朝すると共に，しきりに翻訳を発
表したのであるが，中でもスマイルズ (SamuelSmiles 1812-1904)の Self-
helpを訳した『西国立志編』，ミルの OnLibertyを訳した『自由之理』は
広く読まれたのである。中村敬宇は明治6年西周らと明六社をおこし，の
ち東大教授，東京女子高等師範学校長などをつとめ，明治24年 (1891)60 
オで歿した。
柳田泉氏の「百学運環に現れたる文学知識」によれば，西周は独自の立
場からエンサイクロペヂアを作ろうと思い，「百学」を系統づけ，「連環」
式にまとめあげた。明治3年，新政府に召されて東京に移ると共に，公務
の傍ら育英社なる私熟を開いて青年を教育した。その時，漢学，英学，筆
算等の学科の他に毎月 6回特別講義を開き，西洋文明の粋たる諸学につい
て鳥職図的な概念を与えようとした。これが「百学連環」なるものであっ
た。その第三章「文章学Literatureor Belles Lettres」の中に「詩学(Poetry)」
の項があって，その結語に次の如く述べられている。
「西洋の古来詩に於て最も有名なる人は第一 Veda, 太古天竺の人にて
作る所の詩四篇あり。第二 Psalmof David猶太人なり出且紀む雰門第三
Homer希臓人にて古昔Troyなる国の都府に黄金の虎ありしを奪ひ取らむ
とて希朦より軍を起せしときの詩を作れり。其詩の一つを行軍 (Iliad)又
一つを帰軍 (Odyssey)といふ。此 Homerなる人は紀元前八百年代の人な
り。唇志度？。時代第四 Aeneidof Virgil羅馬人十70cb.第五，近来の有名なる
人は Danteご｝雷意太利人にして諸神芝居 DivineCom<;dy t; よるものを作れ
り。第六JerusalemDelivered を作れる Tasso 意太利人=~塁，第七，中夜
の夢 Midsummer nights Dreamを作れる Shakespeare英人吋累。第八極
楽滅亡 ParadiseLostを作れる Milton英人吋累。第九， Tragedyof Phaedre 
を作れる Racine仏人堪悶。第十 Henriadeof Voltaire仏人吋需。
又其他最も晩近の有名なるものは Faustを作れる Goethe独逸人吋儡」
この「百学連環」は刊行されたものでなく，講義の筆記として写本で伝
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えられたものであり，育英舎が明治3年から 6年頃まで続いたのであるか
ら，「百学連環」も此間に成ったものであろうと柳田氏は推定している。従
って前述の『自由之理』と何れが前後するかを確証することは出来ない。
西周はこの講義の準備にあたって，英国出版の Encyclopaediaof Political 
Science を参考にしたということである。
また菊池大麓 (1855-1917)は明治12年に英人 William及び Robert
Chamber兄弟の版行にかかる Informationfor the Peopleの一節を訳して
「修辞及華文 (Rhetoricsand Belles Lettres)」と名ずけ，その中にゴエテ
の名を訳した。菊池の訳業の中には又「詩文ノ術」の項に楽詩即ち小曲
（リリック・ポェトリー）があり，カーライルの翻訳によるゴエテの一文
フリーメーゾン
がある。 「人生ノ模範畢意如何。知ル是レ共救社友ノ路。社友ノ執志ハ世
道ノ歳月二比スヘシ。末来二包蔵スルノ事々ハ人生愛喜ノ寓ナリ。吾人ノ
進ム処更ニー事ノ吾人ヲ挫砕スルナシ。眼前二門アリ，閉テ羅黒是レ生ア
ルモノノ尽ク趨ク処，上天ノ列星曽テ言ハス，地下ノ堆墳モ亦黙然。只聞
ク所ハ聖賢ノ遺言，六合万世ノ遺響ノミ。善ク汝ノ選取ヲ審カニセヨ。汝，力
ノ選取ハ一時卜雖モ垂伝ハ無朽ニアルヘシ。慧眼斯ニアリ，永遠静カニ麗
リテ汝ヲ視ル。応報寛二汝二帰スヘシ。勉メヨヤ勉メヨヤ，志念ヲ挫ク勿
レ」とあり，史詩「エピック」の所には，「ウィルヘルム，メイスタース，
アップレンチスシップ」とのみ書いてある。
この菊池文は始め小冊子で分冊刊行され，のち明治17年から18年にかけ
て『百科全書』として全3冊にまとめられたが， 『明治文化全集』初版の
第12巻文学芸術編に翻刻されている。又この第12巻には二葉亭四迷 (1864
-1909)が，明治17.8年頃翻訳して発表されなかった「ベリンスキイの芸
術論」も収めてある。フアウスト第二部の第一幕 FinstereGalerieの解説
である。フアウス hが皇帝に対し，パリス及びエレーナを呼出さんことを
約して，メフヒストーフェリに補助を求めるところ数十行が述べてある。
二葉亭はギヨーテと訳出した。
しかし，中村敬宇にしても，西周にしても，単にゲーテやフアウストの
名を書留めたに過ぎないし，菊池大麓がカーライル訳のゲーテ文を訳した
り，二葉亭四迷がフアウストの一節を伝えたにしても，それは言わば偶然
であって，特にゲーテやフアウストを紹介しようという意図はなかった。
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私の紹介した『日耳曼国史』の中の「日耳曼文学ノ事」も同じくゲーテを
伝えようという意図に出たのでない事は，勿論であるが，此文章は約20頁
にわたり，ゲーテの項だけでも 4頁にわたっている。従って実質的には本
邦最初のゲーテ文献と言って良いであろう。此処に再録する所以である。
原著者は英国の女流史家である。
「ゴイセハ，富家ノ子ニシテ，千七百四十九年，メーン河上ノフランク
ホルトニ生レタリ，初メ律法ヲ学バント欲シテ，竺二之及ビストラスボル
竺に遊学セシガ性詩文ヲ好ミ，漸ク律法ヲ学プコトヲ厭ヒテ，遂二之ヲ廃
シケリ，竺4竺ノ初年ノ詩編ノ中， 『ゴニ2・竺オと：・竺」どリキンゼン』
ノ院本アリ千七百七十三年，之ヲ印行セリ，幾モナク『カルヴィゴ』卜名
ッケクル院本『ウエルゼルノ不幸』卜名ッケクル小説ヲ著ハシケリ，是二
於テゴイセハ，大二名ヲ得，聘ヲ受ケテ，サキスウエーマ生侯ノ宮二行キ
ケリ，サキスウエーマルハ，女侯アメリヤ及ビソノ子チャルレス・オーガ
スタスノ代二，既二日耳曼ノ文学ノ道場トナリ，ウイーランド，ヘルデル
此二来リ住シ，スキルレルノ来ルモ亦近二在リキ，~ツ‘，サキスウエ
ーマルニ在リシ際， 『ィヒセニャ』『トルカト・タソー』『イグモント』等ノ
悲劇ヲ製シ，且両回伊太利二漉ビ，千七百九十九年，伊太利二再滸シテ帰
リシ後『ホースト」卜名ッケタル絶調ノ院本ヲ製セリ，然レトモソノ第二
編ハ久ク完カラズ，晩年二至リテ，初メテ備ハレリ，晩年ノ著述二『レー
ネスホクス』アリ，『ヘルマン，オンド， ドロセヤ』ノ｛里歌アリキ，ゴイセ
又多ク短歌ヲ賦シケリ，ゴ1主ソ文章ハ日耳曼人之ヲ称シテ，真正ニシテ
雅致アリトナス，ソノ『ウイルヘルム，メーストル』『ワルベルワンドスカ
フテン』ノ両小説ノ如キ，大二世二行ハル，ゴーイニ竺善ク人心ノ千態萬状ヲ
描シ出スト雖-'E., ソノ書中二於テ，ーモ人ノ患難二遭遇セシ際道義二由リ
テ惑ハズ，法教ヲ信ジテ疑ハザ）レ状ヲ写シシヲ見ズ，ゴイセ自ラ伝ヲ作リ
テ，『ヂクタング，オンド，ワルヘート』（仮想実理）卜名ッケタリ，日耳曼人，
皆之ヲ称賛ス，英吉利人ハ多ク童稚ノ自負トナシテ之ヲ取ラズ，日耳曼人
ゴイセヲ評セル文アリ，頗ルソノ要ヲ得タリ，日クゴイセハレッシングノ
逍麗瀧洒ヲ存シ，波瀾ハ之二過グ，然レトモ巌々犯スベカラザル気象ハ，
之二及バズ，ヘルデルノ軟々人ノ心情ヲ発動スル風ヲ得タリ，然レトモソ
ノ信心ヲ欽ク，ゴイセノ詩文何題ヲ問ハズ，皆雅致アリ，実二我ガ国ノ大家
75 
卜謂フベシ，然レトモソノ文鋒ノ向フ所，常二自負自賛ノ点二在リテ，ー事
ヲ記シー物ヲ論ズ）レ，必ズ己ガ所長ヲ述べ，己ガ材美ヲ称誉セザルハナクゴ
竺ウエーマルニ在リシトキソノ室内巧二灯光ヲ用ヒテ，己ガ容ヲシテ美
ナラシメ，以テ来者二接セシガソノ著述モ亦己ヲ装飾ス）レ具ニゾアリケ
ル。」
(2) 
明治初年の洋学者たちは，先ず英米仏の書物を読み，それらの諸書を翻
訳することによって，偶然にゲーテの事を伝えたのであるから，明治10年
代の終りまでは，厳密に言えばゲーテ移入とは言えないであろう。明治17
年に『蒻狐の裁判』と題してライネケ• フックスが英語から重訳された
ことは，シラーのテル翻訳の試みが幾度びもなされたことと共に，板垣退
助らの自由民権運動の一翼をになったということに意義があったのであろ
う。また明治15年に伊藤博文がビスマルクのドイツを見て帰朝し，明治20
年にはビスマルクの伝記『鉄血政略』が著作された事などと共に彼らの国
家主義的官権主義が，民間の自由主義者たちを憤激せしめたことにも関係
があるであろう。
明治17年 (1884)には，我が国最初のゲーテ翻訳と言われている前述の
『狐の裁判』が出たのであり，二葉亭がフアウストの一節を翻訳したので
あるが，此年ドイツ留学に出発したのが森鴎外 (1862-1922)であり，アメ
リカに向って出港したのが内村鑑三 (1861-1930)であった。鴎外は渡独
後，直ちにレクラム本のフアウストを買ったのであろう。明治18年12月に
は，ライプチヒなるアウエルバハ害に井上巽軒と会し，戯れにフアウスト
翻訳を約し，レクラム本には「明治十九年一月於徳停市鵬外漁史校閲」と
書込んだ。同じ頃，内村鑑三はマサチューセッツ州のアマスト・カレッヂ
で，フアウストを熱心に読んでいたのである。鵬外が23才，鑑三は一つ年
長の24オであった。 10年後，英文で出版した『余は如何にして基督教徒と
なりしか』の中に「独逸語の教授は余の知る最も愉快なる人であった。余
は彼と共にゲーテのフハウストを読んだ。彼は峯も彼自身の感情を加ふる
ことなくして，其を余に極めて興味あるものたらしめた。其の悲劇は天よ
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りの雷筵の如くに余を撃った。余は今猶ほかの『此の世の聖書』を履々翻
読する。聖書其の者より其の醜読の僅かに勘きに過ぎない」（鈴木俊郎
訳）と書いている。ドイツ語の教授はリチャードソン (Prof.Henry B. Ri— 
chardson) であった。
りウザン
明治27年8月から鑑三は「国民之友」に「流童録」を書いて，フアウス
トに就ても更に詳しく述ぺたのである。 「ゲーテのフハウストはリ氏の専
門なりき。彼は真正なる独逸人の精神を感受し大詩人の名に対し殆んど崇
拝的尊敬を表せり。故に彼のゲーテを評する時に或は予輩の賛成し能はざ
ることありたり。されども崇拝者のみが最も高く崇拝物の心を知るなり。
工キスポ＊ント
リチャードソン氏のゲーテ癖は彼をして最も善良なるゲーテ文学の述意者
たらしめたり。三学期の長日月，彼はゲーテの弁護人として予輩の前に立
てり。
フハウスト劇は其れ自身にて智識的大世界なり。希伯来人の聖書を除い
て一巻の中に人事の凡てを尽せしものは此作を措いて他にあるなし。是れ
実に世界的聖書 (WeltBibel)なり。是れ実に新紀元を報ずる暁鐘なり，是
れ実に十九世紀の精神なり，基督教的文明を人情化 (humanize)せしもの
なり，世界の精神を弁護せしものなり，吾人は是れに依て人性の如何に憐
れむべきものにして如何に貴ぶぺきものにして如何に醜なるものにして如
何に美なるものなるかを知るなり，フハウスト劇は吾人をして「人」たら
しむ，其益此にあり，其害此にあり，吾人は人 (human) たるの大を知り
て神 (divine)たるの慾を棄つるに至る，人界の大をフハウスト劇は示せり，
其作者は魔術家なり，彼は頴弱罪深き人を以て彼自身に於て満足すべきも
のとして描きたり，妄信者を軟らぐるに偉大の功あり，衆生を導くに偉大
の害あり，フハウスト劇に接して予は人として予の有する特権の大なるを
悟て天祐の要を感ぜざるに至れり，ゲーテ彼自身が彼の読者に対するメフ
ヰストーなり……（中暑）此大著述を学び了して，泣て笑て評して論じて
世界的智識を探り経て，主人公フハウストの生涯はゲーテ自身の称する
durch Sti.irmenたるに過ぎず，劇の発端に於けるフハウストの愁歎は其結
尾に達して予輩の発する愁歎の声なり。 （中暑）予は予の尊敬する教師と
説を異にしてフハウスト劇を読み了りたり，予は彼に対して言語外の感謝
なき能はず，予は世界の精神を知れり，其美と妙とは爾来再び予を欺かざ
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るべし。」鑑三はかくフアウストの偉大を十分知りながら，聖書に赴いた
のであった。彼は明治31年『宗教と文学』を著して，その中に「ダンテと
ゲーテ」を論じ，学問知識，行為の人ゲーテに欠けていた唯一のものは愛
と信仰であることを述ぺた。この問題に就ては，幾多の人々が論じて来た
ことであるが，今はその場所ではないであろうし，又私の任でもない。
（例えば，芦津丈夫，「フアウストの「忘却」の場面について」1960年12月，
「独逸文学研究」第9号参照）。
森鴎外がドイツから帰朝した明治21年は，東大ドイツ文学科第一回の卒
業生となった藤代素人 (1868-1927)がドイツ文学科へ進学した年である
が，その前年頃から彼はフリッツ・プッチール (FritzPutzier)についてフ
アウストを読めはじめていた。 21年12月の「国民之友」には石橋忍月
(1865-1926)が「ゲーテー論」を書いた。ゲーテを紹介しようとの意図を
以て書かれた最初の論文であろう。序言に「題してゲェテー論と云ふと雖
も，予不肖浅学媒に敢てゲェテー氏数百篇の著書を評論し能ふ者ならんや，
只ゲェテー氏八十四年間の暑伝と著作全体の一斑を記するに過ぎざるのみ，
読者幸に之を諒せよ」とあって， 4頁半ばかりのものである。
22年4月の同じ雑誌に鵬外は「独逸文学の隆運」なる一文を書き， 「私
の思ふには，忍月さん杯が出て，独逸の詩を日本へ写し出すのは，独逸文
学の隆運の一微候です。我々独逸学者の為めに気を吐くといふものです」
と述ぺた。翌月の同じ雑誌に忍月は浅水生の名を以て，ゲーテの「音楽
師」を訳載した。 「一，曽って涙を以て麺包を食せしことなく，又曽って
冷かなる食の上に，心配多き夜を泣き明せしことなきものは，汝の美妙な
る霊力を識るを得ざるなり。 （二，省唇）」。鵬外以前に於て頻りに文芸批
評の筆を揮って「レッシング忍月」と言われた彼も，詩の翻訳には適しな
かったのであろう。
明治22年8月＾鵬外は「国民之友」夏期付録「於母影」の中に「ミニョ
ンの歌」を訳し，鵬外のゲーテ移入の事業は開始されたのである。鵬外は
明治20年 (1887)年6月， ミユンヘンに於て「ウイルヘルム・マイスタ
」ーを読み， ミニヨンの歌に「千古絶調」と書込んだのであった。
レモンの木は花さきくらき林の中に
こがね色したる柑子は枝もたわわにみのり
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晴れて青き空よりしづやかに風吹き
ミルテの木は静にラウレルの木は高く
くもにそびえて立てる国をしるやかなたヘ
君と共にゆかまし
同年10月には「少年ヱルテルの憂」を紹介した。又この年，中井錦城は
雑誌「新小説」にウエルテルの四章を訳載して「旧小説」と題した事を柳
田泉氏が報告している。恐らくウエルテルの最初の翻訳と思われるが，こ
の「新小説」という雑誌は，明治22年1月に創刊された第一次「新小説」
で， 29年7月からは幸田露伴が編集して第二次「新小説」となったもので，
第一次のものは村上文庫の渡米以来その所在を知らない。従って22年の何
月号であるか，又如何なる翻訳ぶりかも知る事が出来ない。 24年7月から
ウエルテル
は高山樗牛が山形日報に「准亭郎の悲哀」を連載し， 26年11月には高木伊
作の『ゲーテ」も出たけれども，一般的に言えば小牧健夫氏の指摘の如く，
明治20年代のゲーテ認識は貧困ということになるであろう。
(3) 
しかし，カッセルの英訳本『ウェルテルの悲しみ」を奪い合って読んで
いた青年たちもいたのである。明治26年に創刊された「文学界」の同人で
ある。岩村行雄氏の詳細なる研究によれば，平田禿木は「一切の権威から
ときはなたれて自由なこころをもってとらえる文学の自律性を主張した。
この文学の典型的な体現者は美の世界に身を投じ，つねに美を求めてやま
ぬ「若きウエルテルの悩み」の作者ゲーテであった。島崎藤村は道を求め
て「模索するうちにつきあたった「若きウェルテルの悩み」に青春の文学
にふさわしい情熱の解放と，伝統からとき放たれて自我を主張することを
教えられたのであった。」星野天知は「一方では「文学界」の革新的な方向
と結びつく「狂」を祈りながら，他方では，人生のはかなさを感じ無常な
るものに眺め入る。 「若きウェルテルの悩み」も……いまさらながらに悲
しく読まれるのであった。」戸川秋骨は「維新の本質を物質的移動にすぎ
なかった」となし，「第二回目の明治維新にはゲーテの参加」を要請するの
である。北村透谷には断片「マンフレッドとフォースト」があり，24年5月
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の『蓬莱曲』にはファウストの投影が論ぜられている。しかしその主人公
は，懐疑煩悶の結果自殺した。若くして「准亭郎の悲哀」を訳した高山樗
牛は， 28年10月の「太陽」に，「文学界の諸君子に寄する書」を載せた。
「塵の世のさがなき事は何処の風と聞き流しつ。自然を友とし，理想を
師とし，情熱を説き，聖愛を歌ひ，詩神を懐ひ，生死を観じ，十九世紀の
冷酷なる文明に憶らではホメーロス，ェスキロスの旧山河を愉祝し，錨分
朱析の乾燥なる科学を厭ひては文芸復興の大思潮に綽し，あるはダンテ，
ペトラルカの遺韻を尋ね，あるはアンジエロ，ラファエロの流風を慕ひ，
悠々高踏して天地別に人間に非ざるものを作れるは，洵に「文学界」一派
の諸子なりとす。物質と因果を以て一切を処理せむとする今日の学風の大
勢に背いて，超然一意，霊界の幽趣を楽み，美術の神韻を歌ふものあるは，
まことに明治文壇の異彩ならずとせむや。さるにても諸子の歌ふ響の，ぃ
かなればかくは悲しく心細きことのみ繁かるぞ。 （中暑）吾等は文学界の
諸子に向てゲーテ，シルレルを持出すほどの「物の勘定だに知らぬ男」に
あらず。されど諸子は，，Shutthy Byron, open thy Goethe"と叫びしカー
ライルが語の意を知れりや。（下暑）」
「ウェルテル」についで「文学界」の同人たちが読んだのは「ウィルヘ
ルム・マイスクー」であり，「ヘルマンとドロテア」であったらしい。
本年4月6日の朝日新聞に載った青江舜二郎氏の「漱石の落書」による
と，町井正路訳の『フアウスト」に夏目漱石がめちやめちゃに落書をして
居り，ファウストに関する落書もあるとの事である。漱石は明治23年8月
9日，正岡子規宛の手紙には「此頃は何となく浮世がいやになり，どう考
へても考へ直してもいやでいやで立ち切れず，さりとて自殺する程の勇気
もなきは矢張り人間らしき所が幾分かあるせいならんか，「フアウスト」が
自ら毒薬を調合しながら口の辺まで持ち行きて遂に飲み得なんだといふ
「ゲーテ」の作を思ひ出して自ら苦笑被致候」とある。漱石23才，東大入
学の直前である。漱石は既に此頃，英訳フアウストを読んでいたのであろ
うか。国木田独歩が『欺かざるの記』にも， 26年6月から29年にわたって
フアウストを読んだ事が記されているが，「されど吾が未だ「フアウスト」
を読む程に進歩し居らざることを痛く感ず」と書いている。
かくの如く明治20年代からフアウストを読む人はあったのであるが，明
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治36年頃，馬場孤蝶が「興味を覚えたのはフアウストの霊魂が天使の手か
何かで，天の方へ引きあげられて行くところの光景くらいのものだった。
戸川秋骨もこの点には同感してくれた」と言ったのは，ウエルテルにあれ
ほど感激した文学界の同人であるだけに，フアウストに対する彼等の理解
を示す言葉と考えられる。
明治34年には，草野柴二によってはじめて『ヘルマンとドロテア』が訳
され， 37年には久保天随によって『ウエルテル』が完訳され， 38年には橋本
青雨の『ゲーテの詩』が出たが，ファウスト翻訳最初の試みは，明治30年
6月「国民之友」に載った大野洒竹の「悲劇フアウスト」であろう。 「夜
の巻」の直訳で此一号限りで後が続かなかった。 38年8月には高橋五郎
(1856-1935)による『フアウスト』が出た。第一部の原文からの直接訳
で，かって私は詳しく紹介した事があったが，この書が出版されると間も
なく若きゲルマニスト桜井天壇は「帝国文学」にその批評を書き，「時々誤
りも無いではないが，寧ろ少い方で，大体の意義を晦渋ならしめる恐は無
いのだ」と言い，森鵬外も「高橋君が非常に綿密に研究せられた処のある
のを見て感心している。原文とイギリス訳とを対照せられたのは決して徒
労ではなかった」と言っているのに，一般の読者に大きな反響を呼び起さ
なかったのは，翻訳の巧拙の問題も多分にあったであろうけれど，ウェル
テルのゲーテに感激した青年も，フアウストのゲーテを味読するまでには
至っていなかったのであろう。
札幌農学校で内村鑑三と机を並べていた新渡戸稲造 (1862-1933)が，
高橋五郎訳の難解なるにあきたらず，明治43年3月，『フアウスト物語』菊
判368頁の大冊を出版した。序文によれば「僕は青年の頃よりカーライル
に私淑したが為め，彼れが師と仰ぎその思想の源を汲んだゲーテは，僕に
とっては，謂はば師匠の師匠であるから，彼れの著作だけは一通り理解し
たいものと思ひ，無理乍らも独逸の原文についてゲ＝互其人の大思想に親
灸せんことを力めた。ところが，その著作の多数なること，その思想の広汎
なることのために，殆んど手の着けやうも無いと思った。然るに曽て独逸
に留学中乞二乞の思想の大綱は彼れが随一の傑作『フアウスト』だに読ま
ば略ぽ理解し得るといふことを先輩から聞いて以来，僕は心を此書に集中
して数回読み返し，また之に関する註解其他の書物をも可なり数多く覗い
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たが，如何せん僕の力では到底其深みを測り悉す事は出来ない。然し流石
は世界に轟いた作だけに，子供が井に臨んで故らに機械を以て測量せずと
も，殆んど本能的にその深さを感得する如¥,又吾人が天を仰いで，非常
に漠然ではあるが，略ぽ星の遠近を察知するやうに，僕も『フアウスト』
を読んで，朦朧ながらゲーテの人生観の深みを会得した様に思ふ。（中暑）
昨秋，第一高等学校生徒の依嘱に応じ世界文学の代表的作物としてゲーテ
の『ファウスト』を講じて，其梗概を話した。其折の筆記に基き足らざる
を補ひ，正すべきを正し，殆んど全部に加竜して出来たのが即ち比の『フ
アウスト物語』一巻である。」（下暑）とあって，フアウスト物語の由来，
献本の詞，開幕前の口上，天の序幕，第ー場書斎，第二場郭外田舎の光景
と解説は続くのである。そして高橋五郎訳が所々に引用してあるが，何し
ろ高橋は「原文一行訳文一行」を固守し，漢文崩しの文章で荘重のあまり，
甚だぎごちなく難解の所があるため，それは新渡戸自身の翻訳にするか，
或は前田多門，佐藤荘一郎らの訳文に変えてある。
「天の序幕」の所でも
日輪は旧様依然洋々として吟唱し
ほし かがひうたうた
其兄弟たる群星の中に競歌を謳ふ
而して其の預め命定せられたる進路をば，
轟々たる雷行を以て段々之を完たうす。
海は淫々たる潮となりて泡立ちつ，
いはほ
巌石の深き根基にぞ打砕くる，
ふたつ
又巌も海も両ながら相駆られて，
天体の永快なる運行に伴なふ也。
而して暴風狂雨は互に相馳逐しつ，
をか
海より陸に，陸より海に至り，
みなぎ
怒号激越地球のまはりにけ長りつ，
神妙なる活動の鍵鎖を造り出し来る。
この三節は高橋訳をそのまま引用しているが，「三大天使ー同」のところ
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で，高橋訳は
〔我が上帝や〕誰も主〔の深大〕を量り得るなし，
ちから
群天使は主を仰ぎ観て偉能を身に受<,
而して主の諸の妙工巨作i』号晨は
開闘の初に於る如く爛燦極まれり。
とあるのを，新渡戸は自身で次の如く改訳している。
みいづ
天帝の稜威限りなく，
もろもろ
諸の天使達は主を仰ぎて，
御力を受け，
わざ
御手の技なる物みなは，
たヘ
天地の開けし始めの如くにいと妙なり。
尚，尾竹国観の挿画十数葉が入れてある。
新渡戸稲造は札幌農学校を卒業してから，アメリカ， ドイツに留学し，
母校の教授となったのが明治24年である。その後数年たって新渡戸の講義
を聞いたのが，漱石に落書された前述の『フアウスト』の訳者町井正路で
あった。この書は明治45年7月出版された。彼は序文に於て「恩師新渡戸
先生の約翰 (St.John)伝の講義を聴いたが，その折フアウストが約翰伝を
訳するといふことに就て，概略の講説をも聴くことを得た。良書に渇して
居った自分の心は，這般恩師の講説に依て大に興奮し，忽ちにして「ファ
ウスト」に引きつけられて了ったのである。 （中暑）既往に於て現はれた
「フアウスト」の邦語訳は，先輩高橋五郎氏の手に成ったのと，我が新渡
戸先生の分とであるが，先生のは其の題号の示す如く「フアウスト物語」
として平易に且つ面白く「フアウスト」の内容を紹介せられたので，何人
も興味を以て読むことが出来るのであるが，高橋氏訳の分は原書と同じく
頗るむづかしいもので，素人には到底難解たるを免れぬ，聞く処によれば
又文芸委員会の事業として，近い内に鵬外森博士の訳も現はれるさうであ
るが，これは又其の道のオーソリチーたる博士のことであるから，充分に
読書子を満足せしむることは勿論であらうと思はれるが，併し云ふ迄も無
くそれは韻文であらうし，又専門的であって，素人に対しては矢張り難解
であらうと思はるるのである。」
こういう考えで町井正路は，今後増加するであろうフアウストの読者に，
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最も必要な散文邦語をー~特に独逸原書によってフアウストを読まんとす
る時，その坐右に散文訳を置くの必要を痛感して此書を刊行したのであっ
た。そして参考書として「ズンツアーの「フアウスト」，コープランドの
「ゲーテ，フアウストのスビリット」，リュウイスの「ゲーテ伝記及作物」，
スワンウイックの「フアウスト」英訳，テローの同英訳，ヘワードの同散
文英訳，アンスターの同英訳等を挙げてあるが，「上記各書の内最も自分の
役に立ったのは，ヘワードの散文英訳であった，此の書は三十五種以上も
ある「フアウスト」の英文訳中，最大多数の売行を見たとのことである，
で英人が独逸原書を読む時でさへ，此の散文英訳の必要を切に感じたと聞
いて居る。」と書いている。
40頁の解題のあと，献詞の訳「述懐」があり「舞台の序話」「天上の序
言」「第一場夜」とつづくのである。 「天上の序言」の最初を引用すれば，
天つ日は友なる星に打混り，
共に競歌を謳ひつつ，
定めし旅路勇ましく，
おどろおどろと進み行く，
天つ使の誰も彼も，
偉力知り得ぬ天つ日を，
仰げばいつか力つく，
鳴呼霊妙比類なき，
神の御業の天体の，
今も昔も漁らざる，
其の光りこそ尊けれ。
歌謡を除いて，他は散文訳であり，第一部317頁を終って「フアウスト
註解」が20頁ある。そのあと「フアウスト後編梗概」が35頁ある。
明治41年2月には「帝国文学」に新人成瀬無極が「ドン・フワンとフワ
ウスト」を書いたが，森鵬外の古典的翻訳「フアウスト」第一部，第二部，
「フアウスト考」，鼓響谷の『フアウスト評論』などが出版されたのは既に
大正年代に入っていた。 （昭和41年9月2日）
84 
参考文献
杉山 産七，「日本におけるゲーテ文献要覧」 (1-3)
（『ゲー テ年鑑』巻1-3, 昭和7-9年）
本間 久雄，「明治文学とゲー テ」 （早大欧羅巴文学研究会編『ゲーテ研究』昭和7
年）
日夏歌之介，「明治文学に於けるゲエテ」
（小牧健夫，手塚富雄編『ゲーテと現代』昭和24年）
富士川英郎，「日本文学とドイツ文学」
（日本比較文学会編『比較文学』昭和28年）
Eiichi Kikuchi: Goethe in Japan. 
In: ,,Goethe", Neue Folge des Jahrbuches 
der Goethe-Gesellschaft. Bd. 19. 1957 (昭和32年）
小牧健夫，「日本におけるゲーテ移入の歴史」
（小牧健夫随筆集『峠』昭和35年）
天野敬太郎，「日本に於けるゲエテ文献」 (1-6)
（日本比較文学編「比較文学」 3-8,昭和35-40年）
島田謹二，「s.s. sの『於母影』」
（日本文学教養講座，第13巻，『翻訳文学』，昭和26年）
85 
Goethe in Japan m der Meiji-Periode (1868-1912) 
Shigesada SuzuKI 
Die japanischen Gelehrten, die sich in den ersten Jahren der Meiji-Periode 
mit den europäischen Wissenschaften beschäftigten, waren bestrebt, die 
Gedanken von Amerika und Europa begierig aufzusaugen, und doch in 
der ersten Hälfte der Meiji-Periode-mindestens bis in die zwanziger Jahre 
haben sie die Bücher von England, Amerika und Frankreich gelesen und 
ins Japanische übersetzt. Im Jahre 1872 übersetzte Keiu Nakamura 
(1832-91) ,,On Liberty" von J. S. Mill, dem englischen Philosophen und 
Volkswirtschaftler und in der Übersetzung war zufälligerweise der Name 
Goethe genannt. Gegen 1873 verfaßte Amane Nishi (1826-94) eine eigene 
Enzyklopädie unter Berücksichtigung von dem englischen „Encyclopaedia 
of Political Science", darin kamen unter dem Paragraphen Literature or Belles 
Lettres der Name Goethe und sein Faust zum Vorschein. 1877 übersetzte 
YO.shichirö Kobayashi ( + 1891) eine deutsche Geschichte von einer englischen 
Geschichtschreiberin ins Japanische. In diesem Buch war ein Artikel 
,,Deutsche Literatur" und folglich der Lebensabriß Goethes zu finden. 
1879 übersetzte dann Tairoku Kikuchi (1855-1917) einen Paragraphen aus 
dem englischen Sachwöterbuch" Information for the People und hier stand 
in dem Paragraphen „Rhetorics und Belles Lettres" die Übersetzung Goethes 
durch Carlyle. Und von Shimei Futabatei (1864-1909) wurde gegen 1884 
die Kunsttheorie des russischen Kritikers Belinskii übersetzt und in dieser 
Übersetzung war „Finstere Galerie" im I. Akt, Fausts II zitiert. 
Unter diesen fünf Übersetzungen ist diejenige von Kobayashi im Hin-
blick auf Goethe trotz einer Reihe von Fehlern, die sie enthält, am um-
fangreichsten und am ausführlichsten. Also dürfte man mit vollemRecht 
diese Übersetzung als die erste Goethe-Literatur in Japan bezeichnen. 
Diese Übersetzer haben wohl den Namen Goethe oder seinen Faust 
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eingeführt, aber das ist nur Zufall gewesen. Wenn die sogenannte erste 
Goethe-Übersetzung, nämlich die japanische Übersetzung von Reineke Fuchs, 
1884 erschienen ist, geschah das höchstwahrscheinlich nicht rein literalisch, 
sondern gesellschaftlich politisch in enger Beziehung zum Aufschwung der 
demokratisch-freiheitlichen Bewe~g (Jiyu-Minken). In demselben 
Jahre trat Ogai Mori (1862-1922) seine Deutschland-Reise an und Kanzö 
Uchimura (1861-1930) seinerseits die Studienreise nach Amerika. Mori 
verschaffte sich dort sogleich Goethes Faust und nach er sich darein vetieft 
hatte, versprach er einem von seinen Freunden scherzhaft, die Übersetzung 
dieses Dramas auf sich zu nehman. Uchimura hörte als Student des College 
Amherst im Staate Massachussetts die Vorlesungen des amerikanischen 
Goethe-Verehrers Henry B. Richardson und lernte dabei Goethes Faust 
kennen. " . . . aber dieses Faustdrama führt einem vor Angen, wie groß 
das Menschliche ist, aber es verführt einen dazu, den hohen Wunsch aufzuge-
ben, gottähnlich zu werden . . . so wird Goethe selbst für den Leser seines 
,Faust' zum Mephistopheles" so schreibt der christlich-gesinnte Uchimura. 
1888 wurde ein Aufsatz über Goethe von Ningetsu Ishibashi (1865-1926) 
zum erstenmal geschrieben. Im nächsten Jahre hat Ogai Mori „Mignon" 
in der Gedichtsammlung „Omokage" meisterhaft übersetzt und die Ein-
führung von Goethe in Japan erö~et. 1893 erschien die Zeitschrift „Bun-
gakukai" (Literaturwelt), die bis 1898 fortgesezt wurde. Die Mitarbeiter 
derselben Zeitschrift lasen eifrig in Goethes Werther und behaupteten die 
Autonomie der Literatur, die von allen Autoritäten unabhängig ist und 
mit freier Seele empfindet und schafft. Die Verkörperung dieser Idee war 
ihnen der Autor des Werther, der sich ganz der Welt des Schönen widmete 
und ruhelos das Schöne suchte. Aber es war ihnen versagt, Goethes Faust 
in dessen ganzer Tiefe zu verstehen. 
„Hermann und Dorothea" wurde 1901, ,,Werther" 1904, Faust I 
1905 übersetzt. Aber diese Faust-Übersetzung von Gorö Takahashi (1856-
1935) machte den Eindruck der Steifheit, indem der Stil vorwiegend von der 
chinesischen Klassik her beeinflußt war, und fand daher nur kleine Leser-
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schaft. Danach verfaßte Inazö Nitobe (1862-1933), em Freund von 
Kanzö Uchimura „Faust-Erzählung" und Seiro Machii übersetzte als 
Schwer von Nitobe Faust I im Prosastil. Aber die Vollendung der 
klassischen Übersetzung des Faust I und II war erst Ögai Mori in den ersten 
Jahren der Taishö-Periode vorbehalten. 
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